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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第21期

第３四半期
連結累計期間

第22期
第３四半期
連結累計期間

第21期

会計期間
自平成28年４月１日
至平成28年12月31日

自平成29年４月１日
至平成29年12月31日

自平成28年４月１日
至平成29年３月31日

売上高 （千円） 2,507,072 2,293,513 3,330,917

経常利益 （千円） 65,550 49,782 123,120

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

（千円） 50,011 46,004 89,531

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 55,993 62,353 99,723

純資産額 （千円） 759,972 848,916 803,702

総資産額 （千円） 1,757,926 1,730,167 1,819,088

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 5.85 5.37 10.47

潜在株式調整後
１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円） 5.75 － 10.33

自己資本比率 （％） 43.2 49.1 44.2

 

回次
第21期

第３四半期
連結会計期間

第22期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成28年10月１日
至平成28年12月31日

自平成29年10月１日
至平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 1.82 4.99

 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、設備投資の増加、企業収益や雇用情勢の改善傾向が続き、緩

やかな回復基調で推移いたしました。しかしながら、中国や新興国の景気減速懸念、米国の金融政策の不確実性、

東アジア・中東地域における地政学リスクの高まり等により、世界経済の先行きは依然として不透明な状況が続い

ております。

このような状況の中、当社グループの主力事業である技術職知財リース事業においては、主要取引先である自動

車業界での自動運転技術実用化に向けた取り組みや、IoT関連の技術開発の推進等を背景として、自動車関連分野

やソフトウェア開発分野、半導体関連分野のテクノロジスト需要が堅調に推移いたしました。

平成29年10月入社の新卒テクノロジストについては、早期配属を推し進めたことにより、稼働率は前年同期と同

水準となりました。また、既存テクノロジストの高付加価値業務への配属に引き続き注力した結果、契約単価は前

年同期を上回りました。

一方で、技術系人材の獲得競争が激化している中、新規採用の強化を図ってまいりましたが、計画どおりのテク

ノロジスト確保は厳しく、人材不足により案件に対応しきれない状況にありました。

費用面においては、人材獲得強化のため採用費が前期より増加した一方で、その他の費用については全社を挙げ

た業務効率化による販売費及び一般管理費の抑制を継続して推し進めました。それにより、販管費率は前年同期と

同水準となり、利益獲得に寄与いたしました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高2,293,513千円（前年同期比8.5％減）、営業利益

50,883千円（前年同期比23.2％減）、経常利益49,782千円（前年同期比24.1％減）、親会社株主に帰属する四半期

純利益46,004千円（前年同期比8.0％減）となりました。

 

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

①　技術職知財リース事業

情報処理関連や半導体・集積回路関連分野の顧客企業からの取引が前年同期より増加したものの、他分野の減

収をカバーできず、事業全体の売上高が減少となった結果、売上高は2,187,345千円（前年同期比7.4％減）、セ

グメント利益は282,997千円（前年同期比6.3％減）となりました。

②　一般派遣及びエンジニア派遣事業

情報処理関連の分野で一部技術職知財リース事業へシフトしたこともあり、事業全体の売上高が減少となった

ものの、販売費及び一般管理費の削減により、売上高は113,158千円（前年同期比22.2％減）、セグメント利益

は5,546千円（前年同期は8,394千円のセグメント損失）となりました。

 

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 28,800,000

計 28,800,000

 

②　【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
(平成29年12月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成30年２月９日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,572,400 8,572,400
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（グロース）

単元株式数
100株

計 8,572,400 8,572,400 － －

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

 
平成29年10月１日～
平成29年12月31日
 

－ 8,572,400 － 261,834 － 81,232

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成29年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①　【発行済株式】

平成29年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式2,800 － －

完全議決権株式（その他） 　普通株式8,568,700 85,687 －

単元未満株式 　普通株式900 － －

発行済株式総数 8,572,400 － －

総株主の議決権 － 85,687 －

 

②　【自己株式等】

平成29年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ジェイテック
東京都中央区京橋
一丁目10番７号
KPP八重洲ビル

2,800 － 2,800 0.03

計 － 2,800 － 2,800 0.03

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社ジェイテック(E05569)

四半期報告書

 5/14



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平

成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、ＰｗＣ京都監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,116,257 1,058,850

売掛金 430,771 359,939

仕掛品 1,060 8,690

繰延税金資産 60,318 60,318

その他 46,775 65,810

貸倒引当金 △877 △746

流動資産合計 1,654,307 1,552,863

固定資産   

有形固定資産 12,823 9,874

無形固定資産   

のれん 40,430 31,100

その他 4,118 2,958

無形固定資産合計 44,548 34,058

投資その他の資産   

敷金及び保証金 64,181 70,468

その他 43,228 62,902

投資その他の資産合計 107,409 133,371

固定資産合計 164,781 177,304

資産合計 1,819,088 1,730,167

負債の部   

流動負債   

1年内返済予定の長期借入金 102,688 102,688

未払金 114,208 91,027

未払費用 47,012 80,413

未払法人税等 42,975 297

未払消費税等 40,619 31,395

賞与引当金 150,431 82,474

その他 22,434 63,524

流動負債合計 520,370 451,820

固定負債   

長期借入金 349,420 272,829

繰延税金負債 6,569 12,594

退職給付に係る負債 137,363 142,883

その他 1,662 1,124

固定負債合計 495,016 429,430

負債合計 1,015,386 881,251

純資産の部   

株主資本   

資本金 261,834 261,834

資本剰余金 246,328 246,328

利益剰余金 277,825 306,690

自己株式 △659 △659

株主資本合計 785,329 814,194

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 17,739 31,389

退職給付に係る調整累計額 633 3,332

その他の包括利益累計額合計 18,372 34,721

純資産合計 803,702 848,916

負債純資産合計 1,819,088 1,730,167
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

売上高 2,507,072 2,293,513

売上原価 1,918,228 1,770,180

売上総利益 588,844 523,332

販売費及び一般管理費 522,624 472,449

営業利益 66,219 50,883

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 304 254

助成金収入 900 300

その他 232 185

営業外収益合計 1,437 740

営業外費用   

支払利息 2,107 1,840

営業外費用合計 2,107 1,840

経常利益 65,550 49,782

特別利益   

有価証券売却益 690 －

新株予約権戻入益 206 －

特別利益合計 896 －

特別損失   

固定資産除却損 964 1,440

特別損失合計 964 1,440

税金等調整前四半期純利益 65,481 48,342

法人税、住民税及び事業税 8,003 2,338

法人税等調整額 7,467 －

法人税等合計 15,470 2,338

四半期純利益 50,011 46,004

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 50,011 46,004
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

四半期純利益 50,011 46,004

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1,856 13,649

退職給付に係る調整額 4,125 2,699

その他の包括利益合計 5,982 16,349

四半期包括利益 55,993 62,353

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 55,993 62,353

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

当第３四半期連結累計期間において、該当事項はありません。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

減価償却費 5,179千円 4,041千円

のれんの償却額 9,329 9,329

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日
定時株主総会

普通株式 8,545 1 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 17,139 2 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額
（注）２

四半期連結損益
計算書計上額
（注）１ 

技術職知財
リース事業

一般派遣及び
エンジニア
派遣事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 2,361,710 145,362 2,507,072 － 2,507,072

セグメント間の内部売上高又は
振替高

－ － － － －

計 2,361,710 145,362 2,507,072 － 2,507,072

セグメント利益又は損失（△） 301,956 △8,394 293,562 △227,342 66,219

（注）１．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額（△227,342千円）の主なものは、親会社本社の管理部門に係る費

用であります。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額
（注）２

四半期連結損益
計算書計上額
（注）１ 

技術職知財
リース事業

一般派遣及び
エンジニア
派遣事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 2,187,345 106,167 2,293,513 － 2,293,513

セグメント間の内部売上高又は
振替高

－ 6,990 6,990 △6,990 －

計 2,187,345 113,158 2,300,503 △6,990 2,293,513

セグメント利益 282,997 5,546 288,544 △237,660 50,883

（注）１．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．セグメント利益の調整額（△237,660千円）の主なものは、親会社本社の管理部門に係る費用であります。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日）

(1) １株当たり四半期純利益金額 5円85銭 5円37銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額
（千円）

50,011 46,004

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純
利益金額（千円）

50,011 46,004

普通株式の期中平均株式数（株） 8,548,608 8,569,600

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 5円75銭 －

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額
（千円）

－ －

普通株式増加数（株） 145,765 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株
式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも
のの概要

－
 
 
 

－
 
 
 

（注）当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社ジェイテック(E05569)

四半期報告書

12/14



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独 立 監 査 人 の 四 半 期 レ ビ ュ ー 報 告 書  

 

平成30年２月９日

株　式　会　社　ジ　ェ　イ　テ　ッ　ク

取　締　役　会　御　中

 

ＰｗＣ京都監査法人

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 齋　　藤　　勝　　彦　　印

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 岩　　崎　　亮　　一　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジェイ

テックの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日か

ら平成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジェイテック及び連結子会社の平成29年12月31日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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